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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線基地局が、リレーノードに対して、第１サブフレームで第１下り信号を送信する工
程と、
　前記リレーノードが、移動局に対して、第２サブフレームで第２下り信号を送信する工
程と、
　前記リレーノードが、前記無線基地局に対して、前記第１サブフレームと前記第２サブ
フレームとが時間方向で重複しないようにすべきであることを通知する工程と、
　前記無線基地局が、前記通知に応じて、前記リレーノードのアタッチ処理が完了した後
に、該リレーノードに対して、該無線基地局と該リレーノードとの間のサブフレームにお
ける該リレーノード宛ての物理下りリンク制御チャネル及び物理下りリンク共有チャネル
の送信タイミングを送信する工程とを有することを特徴とする移動通信方法。
【請求項２】
　前記物理下りリンク制御チャネルは、上りリンクにおけるＨＡＲＱ-ＡＣＫを送信する
チャネルであることを特徴とする請求項１に記載の移動通信方法。
【請求項３】
　無線基地局が、リレーノードに対して、第１サブフレームで第１下り信号を送信する工
程と、
　前記リレーノードが、移動局に対して、第２サブフレームで第２下り信号を送信する工
程と、
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　前記リレーノードが、前記無線基地局に対して、前記第１サブフレームと前記第２サブ
フレームとが時間方向で重複しないようにすべきであることを通知する工程と、
　前記無線基地局が、前記通知に応じて、前記リレーノードのアタッチ処理が完了した後
に、該リレーノードに対して、該無線基地局と該リレーノードとの間のサブフレームにお
ける該リレーノード宛ての復号用参照信号の配置パターンを送信する工程とを有すること
を特徴とする移動通信方法。
【請求項４】
　リレーノードが、移動局に対して、第２サブフレームで第２下り信号を送信するように
構成されている移動通信システムで用いられる無線基地局であって、
　前記リレーノードに対して、第１サブフレームで第１下り信号を送信するように構成さ
れている送信部を具備しており、
　前記リレーノードから、前記第１サブフレームと前記第２サブフレームとが時間方向で
重複しないようにすべきであることの通知を受信した場合、前記送信部は、該リレーノー
ドのアタッチ処理が完了した後に、該リレーノードに対して、前記無線基地局と該リレー
ノードとの間のサブフレームにおける該リレーノード宛ての物理下りリンク制御チャネル
及び物理下りリンク共有チャネルの送信タイミングを送信するように構成されていること
を特徴とする無線基地局。
【請求項５】
　前記物理下りリンク制御チャネルは、上りリンクにおけるＨＡＲＱ-ＡＣＫを送信する
チャネルであることを特徴とする請求項４に記載の無線基地局。
【請求項６】
　リレーノードが、移動局に対して、第２サブフレームで第２下り信号を送信するように
構成されている移動通信システムで用いられる無線基地局であって、
　前記リレーノードに対して、第１サブフレームで第１下り信号を送信するように構成さ
れている送信部を具備しており、
　前記リレーノードから、前記第１サブフレームと前記第２サブフレームとが時間方向で
重複しないようにすべきであることの通知を受信した場合、前記送信部は、該リレーノー
ドのアタッチ処理が完了した後に、該リレーノードに対して、前記無線基地局と該リレー
ノードとの間のサブフレームにおける該リレーノード宛ての復号用参照信号の配置パター
ンを送信するように構成されていることを特徴とする無線基地局。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、移動通信方法及び無線基地局に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＬＴＥ（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）方式の後継の通信方式であるＬＴ
Ｅ-Ａｄｖａｎｃｅｄ方式の移動通信システムでは、移動局ＵＥと無線基地局ＤｅＮＢ（
Ｄｏｎｏｒ　ｅＮＢ）との間に、無線基地局ＤｅＮＢと同様な機能を具備する「リレーノ
ード（Ｒｅｌａｙ　Ｎｏｄｅ）ＲＮ」を接続することができる。
【０００３】
　かかるＬＴＥ-Ａｄｖａｎｃｅｄ方式の移動通信システムでは、移動局ＵＥとリレーノ
ードＲＮとの間で、Ｕｕサブフレーム（Ｕｕ　ｓｕｂｆｒａｍｅ）が設定され、リレーノ
ードＲＮと無線基地局ＤｅＮＢとの間で、Ｕｎサブフレーム（Ｕｎ　ｓｕｂｆｒａｍｅ）
が設定されるように構成されている。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００４】
【非特許文献１】３ＧＰＰ　ＴＳ３６.３００（Ｖ１０.０.０）、「Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｕ
ｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ（Ｅ-ＵＴＲＡ
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）　ａｎｄ　Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉ
ｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ（Ｅ-ＵＴＲＡＮ）　Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｃｈａｎｎ
ｅｌｓ」、２０１０年６月
【非特許文献２】３ＧＰＰ　ＴＲ３６.８１４（Ｖ９.０.０）、「Ｆｕｒｔｈｅｒ　Ａｄ
ｖａｎｃｅｍｅｎｔｓ　ｆｏｒ　Ｅ-ＵＴＲＡ　Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｌａｙｅｒ　Ａｓｐ
ｅｃｔｓ」、２０１０年３月
【非特許文献３】３ＧＰＰ　ＴＳ３６.３３１（Ｖ９.３.０）、「Ｒａｄｉｏ Ｒｅｓｏｕ
ｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　（ＲＲＣ）；　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏ
ｎ」、２０１０年６月
【非特許文献４】３ＧＰＰ　Ｒ１-０８４６８６、「Ｕｐｄａｔｅｄ　ＷＦ ｏｎ　ａｄｄ
ｒｅｓｓｉｎｇ　ｆｏｒｗａｒｄ　ｃｏｍｐａｔｉｂｉｌｉｔｙ　ｉｎ　Ｒｅｌ-８」、
２００８年１１月
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、かかる移動通信システムにおいて、リレーノードＲＮによる無線基地局
ＤｅＮＢからの下り信号の受信処理（Ｕｎサブフレームにおける受信処理）とリレーノー
ドＲＮによる移動局ＵＥへの下り信号の送信処理（Ｕｕサブフレームにおける送信処理）
とが同時に行われる場合や、リレーノードＲＮによる移動局ＵＥからの上り信号の受信処
理（Ｕｕサブフレームにおける受信処理）とリレーノードＲＮによる無線基地局ＤｅＮＢ
への上り信号の送信処理（Ｕｎサブフレームにおける送信処理）とが同時に行われる場合
、リレーノードＲＮの送信信号がリレーノードＲＮ自身の受信回路に回り込み、干渉が発
生してしまうという問題点があった。
【０００６】
　そこで、本発明は、上述の課題に鑑みてなされたものであり、Ｕｎサブフレームにおけ
る送受信処理及びＵｕサブフレームにおける送受信処理が同時に行われることから引き起
こされるリレーノード自身の受信回路への干渉を低減することができる移動通信方法及び
無線基地局を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の第１の特徴は、移動通信方法であって、無線基地局が、リレーノードに対して
、第１サブフレームで第１下り信号を送信する工程と、前記リレーノードが、移動局に対
して、第２サブフレームで第２下り信号を送信する工程と、前記リレーノードが、前記無
線基地局に対して、前記第１サブフレームと前記第２サブフレームとが時間方向で重複し
ないようにすべきであることを通知する工程と、前記無線基地局が、前記通知に応じて、
前記リレーノードに対して、該無線基地局と該リレーノードとの間のサブフレームにおけ
る該リレーノード宛ての物理下りリンク制御チャネル及び物理下りリンク共有チャネルの
送信タイミングを送信する工程とを有することを要旨とする。
【０００８】
　本発明の第２の特徴は、移動通信方法であって、無線基地局が、リレーノードに対して
、第１サブフレームで第１下り信号を送信する工程と、前記リレーノードが、移動局に対
して、第２サブフレームで第２下り信号を送信する工程と、前記リレーノードが、前記無
線基地局に対して、前記第１サブフレームと前記第２サブフレームとが時間方向で重複し
ないようにすべきであることを通知する工程と、前記無線基地局が、前記通知に応じて、
前記リレーノードに対して、該無線基地局と該リレーノードとの間の１つのサブフレーム
内で受信可能なＯＦＤＭシンボル数を送信する工程とを有することを要旨とする。
【０００９】
　本発明の第３の特徴は、移動通信方法であって、無線基地局が、リレーノードに対して
、第１サブフレームで第１下り信号を送信する工程と、前記リレーノードが、移動局に対
して、第２サブフレームで第２下り信号を送信する工程と、前記リレーノードが、前記無
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線基地局に対して、前記第１サブフレームと前記第２サブフレームとが時間方向で重複し
ないようにすべきであることを通知する工程と、前記無線基地局が、前記通知に応じて、
前記リレーノードに対して、該無線基地局と該リレーノードとの間のサブフレームにおけ
る該リレーノード宛ての復号用参照信号の配置パターンを送信する工程とを有することを
要旨とする。
【００１０】
　本発明の第４の特徴は、リレーノードが、移動局に対して、第２サブフレームで第２下
り信号を送信するように構成されている移動通信システムで用いられる無線基地局であっ
て、前記リレーノードに対して、第１サブフレームで第１下り信号を送信するように構成
されている送信部を具備しており、前記リレーノードから、前記第１サブフレームと前記
第２サブフレームとが時間方向で重複しないようにすべきであることの通知を受信した場
合、前記送信部は、該リレーノードに対して、前記無線基地局と該リレーノードとの間の
サブフレームにおける該リレーノード宛ての物理下りリンク制御チャネル及び物理下りリ
ンク共有チャネルの送信タイミングを送信するように構成されていることを要旨とする。
【００１１】
　本発明の第５の特徴は、リレーノードが、移動局に対して、第２サブフレームで第２下
り信号を送信するように構成されている移動通信システムで用いられる無線基地局であっ
て、前記リレーノードに対して、第１サブフレームで第１下り信号を送信するように構成
されている送信部を具備しており、前記リレーノードから、前記第１サブフレームと前記
第２サブフレームとが時間方向で重複しないようにすべきであることの通知を受信した場
合、前記送信部は、該リレーノードに対して、前記無線基地局と該リレーノードとの間の
１つのサブフレーム内で受信可能なＯＦＤＭシンボル数を送信するように構成されている
ことを要旨とする。
【００１２】
　本発明の第６の特徴は、リレーノードが、移動局に対して、第２サブフレームで第２下
り信号を送信するように構成されている移動通信システムで用いられる無線基地局であっ
て、前記リレーノードに対して、第１サブフレームで第１下り信号を送信するように構成
されている送信部を具備しており、前記リレーノードから、前記第１サブフレームと前記
第２サブフレームとが時間方向で重複しないようにすべきであることの通知を受信した場
合、前記送信部は、該リレーノードに対して、前記無線基地局と該リレーノードとの間の
サブフレームにおける該リレーノード宛ての復号用参照信号の配置パターンを送信するよ
うに構成されていることを要旨とする。
【発明の効果】
【００１３】
　以上説明したように、本発明によれば、Ｕｎサブフレームにおける送受信処理及びＵｕ
サブフレームにおける送受信処理が同時に行われることから引き起こされるリレーノード
自身の受信回路への干渉を低減することができる移動通信方法及び無線基地局を提供する
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムの全体構成図である。
【図２】本発明の第１の実施形態に係る無線基地局の機能ブロック図である。
【図３】本発明の第１の実施形態に係るリレーノードの機能ブロック図である。
【図４】本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムの動作を示すシーケンス図であ
る。
【図５】本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムで用いられる「ＲＲＣ　ＵＥ　
Ｃａｐａｂｉｌｉｔｙ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ」内の情報要素「ＵＥ-ＥＵＴＲＡ-Ｃａ
ｐａｂｉｌｉｔｙ」のフォーマットの一例を示す図である。
【図６】本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムの動作を示すシーケンス図であ
る。
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【発明を実施するための形態】
【００１５】
（本発明の第１の実施形態に係る移動通信システム）
　図１乃至図５を参照して、本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムについて説
明する。
【００１６】
　図１に示すように、本実施形態に係る移動通信システムは、ＬＴＥ-Ａｄｖａｎｃｅｄ
方式の移動通信システムであって、移動管理ノードＭＭＥ（Ｍｏｂｉｌｉｒｙ　Ｍａｎａ
ｇｅｍｅｎｔ　Ｅｎｔｉｔｙ）や、無線基地局ＤｅＮＢや、リレーノードＲＮ等を具備し
ている。
【００１７】
　ここで、図１の例では、リレーノードＲＮと移動局ＵＥとの間には、Ｕｕサブフレーム
（Ｕｕ無線ベアラ）が設定されており、無線基地局ＤｅＮＢとリレーノードＲＮとの間に
は、Ｕｎサブフレーム（Ｕｎ無線ベアラ）が設定されている。
【００１８】
　図２に示すように、無線基地局ＤｅＮＢは、受信部１１と、制御部１２と、送信部１３
とを具備している。
【００１９】
　受信部１１は、リレーノードＲＮによって送信された信号を受信するように構成されて
いる。
【００２０】
　例えば、受信部１１は、リレーノードＲＮから、「ＲＲＣ　ＵＥ　Ｃａｐａｂｉｌｉｔ
ｙ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ」を介して、「Ｈａｌｆ　ｄｕｐｌｅｘ　ｉｎｂａｎｄ　Ｒ
ｅｌａｙ　Ｎｏｄｅ（Ｔｙｐｅ　１　ｒｅｌａｙ）」、「Ｆｕｌｌ　ｄｕｐｌｅｘ　ｉｎ
ｂａｎｄ　Ｒｅｌａｙ　Ｎｏｄｅ（Ｔｙｐｅ　１ｂ　ｒｅｌａｙ）」、「Ｏｕｔｂａｎｄ
　Ｒｅｌａｙ　Ｎｏｄｅ（Ｔｙｐｅ　１ａ　ｒｅｌａｙ）」のどれかであることの通知を
受信するように構成されている（例えば、３ＧＰＰ　ＴＲ３６.８１４参照）。
【００２１】
　制御部１２は、受信部１１によって「Ｈａｌｆ　ｄｕｐｌｅｘ　ｉｎｂａｎｄ　Ｒｅｌ
ａｙ　Ｎｏｄｅであることの通知が受信された場合、ＵｎサブフレームにおけるＲ-ＰＤ
ＣＣＨ（Ｒｅｌａｙ-Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎ
ｎｅｌ）及びＲ-ＰＤＳＣＨ（Ｒｅｌａｙ-Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｓｈａ
ｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ）の送信タイミング（例えば、送信開始シンボル）や、１つのＵ
ｎサブフレーム内で受信可能なＯＦＤＭシンボル数や、Ｕｎサブフレームにおけるリレー
ノードＲＮ宛てのＤＭ-ＲＳ（Ｄｅｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ　Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇ
ｎａｌ）の配置パターン等を決定するように構成されている。
【００２２】
　送信部１３は、リレーノードＲＮに対して信号を送信するように構成されている。具体
的には、送信部１３は、Ｕｎサブフレーム内でスケジューリングされた第１サブフレーム
で第１下り信号を送信するように構成されている。
【００２３】
　また、送信部１３は、「ＲＲＣ　Ｃｏｎｎｃｅｔｉｏｎ　Ｒｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉ
ｏｎ」によって、リレーノードＲＮに対して、制御部１２によって決定されたＵｎサブフ
レームにおけるＲ-ＰＤＣＣＨ及びＲ-ＰＤＳＣＨの送信タイミングや、１つのＵｎサブフ
レーム内で受信可能なＯＦＤＭシンボル数や、ＵｎサブフレームにおけるリレーノードＲ
Ｎ宛てのＤＭ-ＲＳの配置パターン等を送信するように構成されている。
【００２４】
　図３に示すように、リレーノードＲＮは、受信部２１と、制御部２２と、送信部２３と
を具備している。
【００２５】
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　受信部２１は、無線基地局ＤｅＮＢや移動局ＵＥによって送信された信号を受信するよ
うに構成されている。
【００２６】
　例えば、受信部２１は、「ＲＲＣ　Ｃｏｎｎｃｅｔｉｏｎ　Ｒｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔ
ｉｏｎ」を介して、ＵｎサブフレームにおけるＲ-ＰＤＣＣＨ及びＲ-ＰＤＳＣＨの送信タ
イミングや、１つのＵｎサブフレーム内で受信可能なＯＦＤＭシンボル数や、Ｕｎサブフ
レームにおけるリレーノードＲＮ宛てのＤＭ-ＲＳの配置パターン等を受信するように構
成されている。
【００２７】
　制御部２２は、受信部２１によって受信されたＵｎサブフレームにおけるＲ-ＰＤＣＣ
Ｈ及びＲ-ＰＤＳＣＨの送信タイミングや、１つのＵｎサブフレーム内で受信可能なＯＦ
ＤＭシンボル数や、ＵｎサブフレームにおけるリレーノードＲＮ宛てのＤＭ-ＲＳの配置
パターン等に基づいて、リレーノードＲＮにおける通信を制御するように構成されている
。
【００２８】
　送信部２３は、無線基地局ＤｅＮＢや移動局ＵＥに対して、信号を送信するように構成
されている。具体的には、送信部２３は、Ｕｕサブフレーム内でスケジューリングされた
第２サブフレームで第２下り信号を送信するように構成されている。
【００２９】
　例えば、送信部２３は、無線基地局ＤｅＮＢに対して、「ＲＲＣ　ＵＥ　Ｃａｐａｂｉ
ｌｉｔｙ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ」によって、「Ｈａｌｆ　ｄｕｐｌｅｘ　ｉｎｂａｎ
ｄ　Ｒｅｌａｙ　Ｎｏｄｅ（Ｔｙｐｅ　１　ｒｅｌａｙ）」、「Ｆｕｌｌ　ｄｕｐｌｅｘ
　ｉｎｂａｎｄ　Ｒｅｌａｙ　Ｎｏｄｅ（Ｔｙｐｅ　１ｂ　ｒｅｌａｙ）」、「Ｏｕｔｂ
ａｎｄ　Ｒｅｌａｙ　Ｎｏｄｅ（Ｔｙｐｅ　１ａ　ｒｅｌａｙ）」のどれかであることの
通知を送信するように構成されている（例えば、３ＧＰＰ　ＴＲ３６.８１４参照）。
【００３０】
　以下、図４及び図５を参照して、本実施形態に係る移動通信システムにおいて、無線基
地局ＤｅＮＢとリレーノードＲＮとの間でＲＲＣコネクションを設定する際の動作につい
て説明する。
【００３１】
　図４に示すように、ステップＳ１００１において、リレーノードＲＮは、起動時に、無
線基地局ＤｅＮＢに対して、「ＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｒｅｑｕｅｓｔ」を送信
する。
【００３２】
　ステップＳ１００２において、無線基地局ＤｅＮＢは、「ＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏ
ｎ　Ｒｅｑｕｅｓｔ」内にリレーノードＲＮであることを示すフラグが設定されている場
合、かかる「ＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｒｅｑｕｅｓｔ」がリレーノードＲＮから
送信されたものであると判定し、リレーノードＲＮに対して、「ＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔ
ｉｏｎ　Ｓｅｔｕｐ」を送信する。
【００３３】
　ステップＳ１００３において、リレーノードＲＮは、無線基地局ＤｅＮＢに対して、「
Ａｔｔａｃｈ　Ｒｅｑｕｅｓｔ」を含む「ＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｓｅｔｕｐ　
Ｃｏｍｐｌｅｔｅ」を送信する。
【００３４】
　ステップＳ１００４において、無線基地局ＤｅＮＢは、移動管理ノードＭＭＥに対して
、「Ａｔｔａｃｈ　Ｒｅｑｕｅｓｔ」を含む「Ｉｎｉｔｉａｌ　ＵＥ　Ｍｅｓｓａｇｅ」
を送信する。
【００３５】
　ステップＳ１００５において、リレーノードＲＮと移動管理ノードＭＭＥとの間で「Ａ
ｕｔｈｅｎｔｉｃａｔｉｏｎ/Ｓｅｃｕｒｉｔｙ処理」が完了した後、ステップＳ１００
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６において、移動管理ノードＭＭＥは、無線基地局ＤｅＮＢに対して、「Ａｔｔａｃｈ　
Ａｃｃｅｐｔ」を含む「Ｉｎｉｔｉａｌ　Ｃｏｎｔｅｘｔ　Ｓｅｔｕｐ　Ｒｅｑｕｅｓｔ
」を送信する。
【００３６】
　移動管理ノードＭＭＥは、加入者情報管理ノードＨＳＳ（Ｈｏｍｅ　Ｓｕｂｓｃｒｉｂ
ｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ）から「Ａｔｔａｃｈ　Ｒｅｑｕｅｓｔ」を送信したノードがリレー
ノードＲＮであることを通知された場合、リレーノードＲＮであることを識別する情報を
含む「Ｉｎｉｔｉａｌ　Ｃｏｎｔｅｘｔ　Ｓｅｔｕｐ　Ｒｅｑｕｅｓｔ」を送信する。
【００３７】
　ステップＳ１００７において、無線基地局ＤｅＮＢは、リレーノードＲＮに対して、「
ＲＲＣ　ＵＥ　Ｃａｐａｂｉｌｉｔｙ　Ｅｎｑｕｉｒｙ」を送信する。
【００３８】
　ステップＳ１００８において、リレーノードＲＮは、無線基地局ＤｅＮＢに対して、「
ＲＲＣ　ＵＥ　Ｃａｐａｂｉｌｉｔｙ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ」を送信する。
【００３９】
　例えば、リレーノードＲＮは、図５に示すように、「ＲＲＣ　ＵＥ　Ｃａｐａｂｉｌｉ
ｔｙ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ」内の情報要素「ＵＥ-ＥＵＴＲＡ-Ｃａｐａｂｉｌｉｔｙ
」によって、無線基地局ＤｅＮＢに対して、「Ｈａｌｆ　ｄｕｐｌｅｘ　ｉｎｂａｎｄ　
Ｒｅｌａｙ　Ｎｏｄｅ」であることの通知を送信する。
【００４０】
　ステップＳ１００９において、無線基地局ＤｅＮＢは、移動管理ノードＭＭＥに対して
、「ＲＮ（ＵＥ）　Ｃａｐａｂｉｌｉｔｙ　Ｉｎｆｏ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ」を送信す
る。
【００４１】
　無線基地局ＤｅＮＢは、リレーノードＲＮに対して、ステップＳ１０１０において、「
Ｓｅｃｕｒｉｔｙ　Ｍｏｄｅ　Ｃｏｍｍａｎｄ」を送信し、ステップＳ１０１１において
、「Ａｔｔａｃｈ　Ａｃｃｅｐｔ」を含む「ＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｒｅｃｏｎ
ｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ」を送信する。
【００４２】
　ここで、無線基地局ＤｅＮＢは、リレーノードＲＮに対して、「ＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃ
ｔｉｏｎ　Ｒｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ」によって、Ｕｎサブフレームの設定情報や
ＵｎサブフレームにおけるＲ-ＰＤＣＣＨ及びＲ－ＰＤＳＣＨの送信タイミングや、１つ
のＵｎサブフレーム内で受信可能なＯＦＤＭシンボル数や、Ｕｎサブフレームにおけるリ
レーノードＲＮ宛てのＤＭ-ＲＳの配置パターン等を送信することができる。
【００４３】
　リレーノードＲＮは、無線基地局ＤｅＮＢに対して、ステップＳ１０１２において、「
Ｓｅｃｕｒｉｔｙ　Ｍｏｄｅ　Ｃｏｍｐｌｅｔｅ」を送信し、ステップＳ１０１３におい
て、「ＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｒｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ　Ｃｏｍｐｌｅ
ｔｅ」を送信する。
【００４４】
　ステップＳ１０１４において、無線基地局ＤｅＮＢは、コアノードＣＮに対して、「Ｉ
ｎｉｔｉａｌ　Ｃｏｎｔｅｘｔ　Ｓｅｔｕｐ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅ」を送信する。
【００４５】
　ステップＳ１０１５において、リレーノードＲＮは、Ｕｎサブフレーム上での下り信号
の受信処理を開始する。
【００４６】
　ステップＳ１０１５において、リレーノードＲＮは、移動管理ノードＭＭＥに対して、
「Ａｔｔａｃｈ　Ｃｏｍｐｌｅｔｅ」を送信する。
【００４７】
　ステップＳ１０１６において、リレーノードＲＮは、移動管理ノードＭＭＥを介して、
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Ｏ＆Ｍ（Ｏｐｅｒａｔｉｏｎ　＆　Ｍａｉｎｔｅｎａｎｃｅ）サーバから「Ｎｏｄｅ　Ｃ
ｏｎｉｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ」をダウンロードし、ステップＳ１０１７において、リレー
ノードＲＮと移動管理ノードＭＭＥとの間で、Ｓ１/Ｘ２インターフェイスが確立される
。
【００４８】
　本実施形態に係る移動通信システムによれば、リレーノードＲＮは、無線基地局ＤｅＮ
Ｂから受信したＵｎサブフレームにおけるＲ-ＰＤＣＣＨ及びＲ-ＰＤＳＣＨの送信タイミ
ングや、１つのＵｎサブフレーム内で受信可能なＯＦＤＭシンボル数や、Ｕｎサブフレー
ムにおけるリレーノードＲＮ宛てのＤＭ-ＲＳの配置パターン等に基づいて、リレーノー
ドＲＮにおける通信を制御することができるので、適切に、Ｕｎサブフレームにおける送
受信処理及びＵｕサブフレームにおける送受信処理が同時に行われることから引き起こさ
れるリレーノード自身の受信回路への干渉を低減することができる。
【００４９】
（本発明の第２の実施形態に係る移動通信システム）
　図６を参照して、本発明の第２の実施形態に係る移動通信システムについて、上述の第
１の実施形態に係る移動通信システムとの相違点に着目して説明する。
【００５０】
　以下、図６を参照して、本実施形態に係る移動通信システムにおいて、無線基地局Ｄｅ
ＮＢとリレーノードＲＮとの間でＲＲＣコネクションを設定する際の動作について説明す
る。
【００５１】
　図６に示すように、ステップＳ２００１乃至Ｓ２０２０の動作は、図４に示すステップ
Ｓ１００１乃至Ｓ１０２０の動作と同一である。
【００５２】
　ステップＳ２０１１において、「Ａｔｔａｃｈ　Ａｃｃｅｐｔ」を含む「ＲＲＣ　Ｃｏ
ｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｒｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ」を送信する。
【００５３】
　ここで、上述の第１の実施形態に係る移動通信システムの場合と違って、無線基地局Ｄ
ｅＮＢは、リレーノードＲＮに対して、「ＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｒｅｃｏｎｆ
ｉｇｕｒａｔｉｏｎ」によって、Ｕｎサブフレームの設定情報やＵｎサブフレームにおけ
るＲ-ＰＤＣＣＨ及びＲ-ＰＤＳＣＨの送信タイミングや、１つのＵｎサブフレーム内で受
信可能なＯＦＤＭシンボル数や、ＵｎサブフレームにおけるリレーノードＲＮ宛てのＤＭ
-ＲＳの配置パターン等を送信しない。
【００５４】
　リレーノードＲＮは、無線基地局ＤｅＮＢに対して、ステップＳ２０１２において、「
Ｓｅｃｕｒｉｔｙ　Ｍｏｄｅ　Ｃｏｍｐｌｅｔｅ」を送信し、ステップＳ２０１３におい
て、「ＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｒｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ　Ｃｏｍｐｌｅ
ｔｅ」を送信する。
【００５５】
　ステップＳ２０１４において、無線基地局ＤｅＮＢは、コアノードＣＮに対して、「Ｉ
ｎｉｔｉａｌ　Ｃｏｎｔｅｘｔ　Ｓｅｔｕｐ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅ」を送信する。
【００５６】
　ステップＳ２０１５において、リレーノードＲＮは、移動管理ノードＭＭＥに対して、
「Ａｔｔａｃｈ　Ｃｏｍｐｌｅｔｅ」を送信する。
【００５７】
　ステップＳ２０１６において、リレーノードＲＮは、移動管理ノードＭＭＥを介して、
Ｏ＆Ｍサーバから「Ｎｏｄｅ　Ｃｏｎｉｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ」をダウンロードし、ステ
ップＳ２０１７において、リレーノードＲＮと移動管理ノードＭＭＥとの間で、Ｓ１/Ｘ
２インターフェイスが確立される。
【００５８】
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　ステップＳ２０１８において、無線基地局ＤｅＮＢは、リレーノードＲＮに対して、新
規のＲＲＣメッセージである「ＲＲＣ　Ｕｎ　Ｓｕｂｆｒａｍｅ　Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔ
ｉｏｎ」或いは「ＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｒｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ」に
よって、Ｕｎサブフレームの設定情報やＵｎサブフレームにおけるＲ-ＰＤＣＣＨ及びＲ-
ＰＤＳＣＨの送信タイミングや、１つのＵｎサブフレーム内で受信可能なＯＦＤＭシンボ
ル数や、ＵｎサブフレームにおけるリレーノードＲＮ宛てのＤＭ-ＲＳの配置パターン等
を送信する。
【００５９】
　ステップＳ２０１９において、リレーノードＲＮは、無線基地局ＤｅＮＢに対して、新
規のＲＲＣメッセージである「ＲＲＣ　Ｕｎ　Ｓｕｂｆｒａｍｅ　Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔ
ｉｏｎ　Ｃｏｍｐｌｅｔｅ」或いは「ＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｒｅｃｏｎｆｉｇ
ｕｒａｔｉｏｎ　Ｃｏｍｐｌｅｔｅ」を送信する。
【００６０】
　ステップＳ２０２０において、リレーノードＲＮは、Ｕｎサブフレーム上での下り信号
の受信処理を開始する。
【００６１】
　以上に述べた本実施形態の特徴は、以下のように表現されていてもよい。
【００６２】
　本実施形態の第１の特徴は、移動通信方法であって、無線基地局ＤｅＮＢが、リレーノ
ードＲＮに対して、第１サブフレームで第１下り信号を送信する工程と、リレーノードＲ
Ｎが、移動局ＵＥに対して、第２サブフレームで第２下り信号を送信する工程と、リレー
ノードＲＮが、無線基地局ＤｅＮＢに対して、「Ｈａｌｆ　ｄｕｐｌｅｘ　ｉｎｂａｎｄ
　Ｒｅｌａｙ　Ｎｏｄｅ」であること（第１サブフレームと第２サブフレームとが時間方
向で重複しないようにすべきであること）を通知する工程と、無線基地局ＤｅＮＢが、か
かる通知に応じて、リレーノードＲＮに対して、Ｕｎサブフレーム（無線基地局ＤｅＮＢ
とリレーノードＲＮとの間のサブフレーム）におけるＲ-ＰＤＣＣＨ（リレーノードＲＮ
宛ての物理下りリンク制御チャネル）及びＲ-ＰＤＳＣＨ（リレーノードＲＮ宛ての物理
下りリンク共有チャネル）の送信タイミングを送信する工程とを有することを要旨とする
。
【００６３】
　本実施形態の第１の特徴において、Ｒ-ＰＤＣＣＨは、上りリンクにおけるＨＡＲＱ-Ａ
ＣＫを送信するチャネルであってもよい。
【００６４】
　本実施形態の第２の特徴は、移動通信方法であって、無線基地局ＤｅＮＢが、リレーノ
ードＲＮに対して、第１サブフレームで第１下り信号を送信する工程と、リレーノードＲ
Ｎが、移動局ＵＥに対して、第２サブフレームで第２下り信号を送信する工程と、リレー
ノードＲＮが、無線基地局ＤｅＮＢに対して、「Ｈａｌｆ　ｄｕｐｌｅｘ　ｉｎｂａｎｄ
　Ｒｅｌａｙ　Ｎｏｄｅ」であることを通知する工程と、無線基地局ＤｅＮＢが、かかる
通知に応じて、リレーノードＲＮに対して、１つのＵｎサブフレーム内で受信可能なＯＦ
ＤＭシンボル数を送信する工程とを有することを要旨とする。
【００６５】
　本実施形態の第３の特徴は、移動通信方法であって、無線基地局ＤｅＮＢが、リレーノ
ードＲＮに対して、第１サブフレームで第１下り信号を送信する工程と、リレーノードＲ
Ｎが、移動局ＵＥに対して、第２サブフレームで第２下り信号を送信する工程と、リレー
ノードＲＮが、無線基地局ＤｅＮＢに対して、「Ｈａｌｆ　ｄｕｐｌｅｘ　ｉｎｂａｎｄ
　Ｒｅｌａｙ　Ｎｏｄｅ」であることを通知する工程と、無線基地局ＤｅＮＢが、かかる
通知に応じて、リレーノードＲＮに対して、ＵｎサブフレームにおけるリレーノードＲＮ
宛てのＤＭ-ＲＳ（復号用参照信号）の配置パターンを送信する工程とを有することを要
旨とする。
【００６６】
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　本実施形態の第４の特徴は、リレーノードＲＮが、移動局ＵＥに対して、第２サブフレ
ームで第２下り信号を送信するように構成されている移動通信システムで用いられる無線
基地局ＤｅＮＢであって、リレーノードＲＮに対して、第１サブフレームで第１下り信号
を送信するように構成されている送信部１３を具備しており、リレーノードＲＮから、「
Ｈａｌｆ　ｄｕｐｌｅｘ　ｉｎｂａｎｄ　Ｒｅｌａｙ　Ｎｏｄｅ」であることの通知を受
信した場合、送信部１３は、リレーノードＲＮに対して、ＵｎサブフレームにおけるＲ-
ＰＤＣＣＨ及びＲ-ＰＤＳＣＨの送信タイミングを送信するように構成されていることを
要旨とする。
【００６７】
　本実施形態の第４の特徴において、Ｒ-ＰＤＣＣＨは、上りリンクにおけるＨＡＲＱ-Ａ
ＣＫを送信するチャネルであってもよい。
【００６８】
　本実施形態の第５の特徴は、リレーノードＲＮが、移動局ＵＥに対して、第２サブフレ
ームで第２下り信号を送信するように構成されている移動通信システムで用いられる無線
基地局ＤｅＮＢであって、リレーノードＲＮに対して、第１サブフレームで第１下り信号
を送信するように構成されている送信部１３を具備しており、リレーノードＲＮから、「
Ｈａｌｆ　ｄｕｐｌｅｘ　ｉｎｂａｎｄ　Ｒｅｌａｙ　Ｎｏｄｅ」であることの通知を受
信した場合、送信部１３は、リレーノードＲＮに対して、１つのＵｎサブフレーム内で受
信可能なＯＦＤＭシンボル数を送信するように構成されていることを要旨とする。
【００６９】
　本実施形態の第６の特徴は、リレーノードＲＮが、移動局ＵＥに対して、第２サブフレ
ームで第２下り信号を送信するように構成されている移動通信システムで用いられる無線
基地局ＤｅＮＢであって、リレーノードＲＮに対して、第１サブフレームで第１下り信号
を送信するように構成されている送信部１３を具備しており、リレーノードＲＮから、「
Ｈａｌｆ　ｄｕｐｌｅｘ　ｉｎｂａｎｄ　Ｒｅｌａｙ　Ｎｏｄｅ」であることの通知を受
信した場合、送信部１３は、リレーノードＲＮに対して、Ｕｎサブフレームにおけるリレ
ーノードＲＮ宛てのＤＭ-ＲＳの配置パターンを送信するように構成されていることを要
旨とする。
【００７０】
　なお、上述の移動管理ノードＭＭＥや無線基地局ＤｅＮＢやリレーノードＲＮや移動局
ＵＥの動作は、ハードウェアによって実施されてもよいし、プロセッサによって実行され
るソフトウェアモジュールによって実施されてもよいし、両者の組み合わせによって実施
されてもよい。
【００７１】
　ソフトウェアモジュールは、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）や
、フラッシュメモリや、ＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）や、ＥＰＲＯＭ（
Ｅｒａｓａｂｌｅ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　ＲＯＭ）や、ＥＥＰＲＯＭ（Ｅｌｅｃｔ
ｒｏｎｉｃａｌｌｙ　Ｅｒａｓａｂｌｅ　ａｎｄ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　ＲＯＭ）
や、レジスタや、ハードディスクや、リムーバブルディスクや、ＣＤ-ＲＯＭといった任
意形式の記憶媒体内に設けられていてもよい。
【００７２】
　かかる記憶媒体は、プロセッサが当該記憶媒体に情報を読み書きできるように、当該プ
ロセッサに接続されている。また、かかる記憶媒体は、プロセッサに集積されていてもよ
い。また、かかる記憶媒体及びプロセッサは、ＡＳＩＣ内に設けられていてもよい。かか
るＡＳＩＣは、移動管理ノードＭＭＥや無線基地局ＤｅＮＢやリレーノードＲＮや移動局
ＵＥ内に設けられていてもよい。また、かかる記憶媒体及びプロセッサは、ディスクリー
トコンポーネントとして移動管理ノードＭＭＥや無線基地局ＤｅＮＢやリレーノードＲＮ
や移動局ＵＥ内に設けられていてもよい。
【００７３】
　以上、上述の実施形態を用いて本発明について詳細に説明したが、当業者にとっては、
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本発明が本明細書中に説明した実施形態に限定されるものではないということは明らかで
ある。本発明は、特許請求の範囲の記載により定まる本発明の趣旨及び範囲を逸脱するこ
となく修正及び変更態様として実施することができる。従って、本明細書の記載は、例示
説明を目的とするものであり、本発明に対して何ら制限的な意味を有するものではない。
【符号の説明】
【００７４】
ＭＭＥ…移動管理ノード
ＵＥ…移動局
ＤｅＮＢ…無線基地局
ＲＮ…リレーノード
１１、２１…受信部
１２、２２…制御部
１３、２３…送信部

【図１】 【図２】

【図３】
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